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太
陽
光
発
電
補
助
を
追
加
計
上

─
９
月
定
例
市
議
会
終
わ
る
─

９
月
定
例
市
議
会
は
１
日
か
ら
開
か
れ
、
最

終
日
の

22日
、
平
成

22年
度
決
算
、

23年
度
補

正
予
算
な
ど

30案
件
を
可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
市
長
が
は
じ
め
て
本
格
的
に

編
成
し
た

22年
度
一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て
、

負
担
増
が
含
ま
れ
る
こ
と
、
多
額
の
使
い
残
し

の
お
金
は
市
民
の
た
め
に
使
う
べ
き
な
ど
討
論

を
行
い
反
対
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
２
特
別
会

計
で
反
対
、
証
券
優
遇
税
制
延
長
を
含
む
専
決

処
分
１
件
と
地
方
税
条
例
改
正
１
件
に
反
対
、

25案
件
に
つ
い
て
賛
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
議
会
は
自
民
ク
ラ
ブ
の
三
浦
邦
彦

議
員
に
対
し
て
、
当
選
後
の
あ
い
さ
つ
行
為
な

ど
公
職
選
挙
法
に
抵
触
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、

説
明
や
対
応
を
求
め
て
い
ま
し
た
が
、
議
会
で

の
対
応
に
問
題
が
あ
っ
た
と
し
て
、
全
会
派
の

一
致
で
問
責
決
議
を
提
出
、
可
決
し
ま
し
た
。

（
自
民
ク
ラ
ブ
の
３
名
は
退
席
）

来
年
度
で
市
内
全
小
中
学
校
の
校
舎
･
体

育
館
な
ど
の
耐
震
補
強
工
事
が
完
了
し
ま

す
。
昭
和

40･
50年

代
の
児
童
生
徒
の
急
増

期
に
建
設
さ
れ
た
学
校
施
設
の
老
朽
化
が

進
行
、
今
後
こ
の
改
修
が
必
要
で
す
。

現
状
は
校
舎
な
ど
の
雨
漏
り
、
ト
イ
レ

配
管
の
老
朽
化
か
ら
く
る
悪
臭
な
ど
深
刻

な
状
況
で
す
。
文
部
科
学
省
の
大
規
模
改

造
事
業
（
築

20年
以
上
の
建
物
、
補
助
率

１
／
３
）
は
本
市
で
は
昭
和

60年
か
ら
実

施
さ
れ
、
残
り
の
対
象
棟
数
は
１
０
１
棟

に
の
ぼ
り
ま
す
。
事
業
費
は
１
棟
２
億
円

と
す
る
と
、
今
後
、
全
部
大
規
模
改
造
で

行
う
場
合
、
２
０
０
億
円
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
が
一
般
質
問
で
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
の
取
り
組
み
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

市
は
今
年
度
中
に
大
規
模
改
造
事
業
計
画

を
策
定
し
、
平
成

25年
度
小
学
校
３
校
、

中
学
校
１
校
を
予
定
す
る
と
答
弁
。
市
長

は
財
政
が
厳
し
い
が
、
将
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
安
全
･
教
育
環
境
向
上
の
た
め
、

同
事
業
を
計
画
的
･
速
や
か
に
進
め
る
と

答
え
ま
し
た
。

こ
ん
の
英
子

議
員

〇
産
業
建
設
常
任
委
員
、
〇
社
会
福
祉
審
議

会
委
員
、
〇
環
境
審
議
会
委
員
、
〇
図
書
室

委
員
会
委
員
、
〇
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議

委
員
。
「
家
庭
ご
み
等
の
費
用
負
担
に
つ
い

て
」
市
長
か
ら
諮
問
が
提
出
さ
れ
、
ご
み
の

排
出
量
に
応
じ
た
手
数
料
を
払
う
こ
と
や
、

他
市
が
行
っ
て
い
る
指
定
ゴ
ミ
袋
の
有
料
化

な
ど
を
参
考
に
審
議
中
。

負
担
軽
減
の
た
め
が
ん

ば
り
ま
す
。

稲
荷
町

20‐

22

℡
０
８
０
‐
５
４
２
５

‐
１
０
１
２

か
き
た
有
一
議
員

○
総
務
財
政
常
任
副
委
員
長
、
○
議
会
運
営

委
員
会
、
○
川
越
地
区
消
防
組
合
議
会
、
○

医
療
問
題
審
議
会
、
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
、
○
な
ぐ
わ
し
公
園
建
設
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
議
会
改
革
に
関

す
る
論
議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
に
親

し
み
や
す
く
、
議
会
の
役
割
が
充
分
発
揮
さ

れ
る
議
会
め
ざ
し
提
案

し
て
い
ま
す
。

小
堤
３
０
６
‐
５

℡
０
９
０
‐
７
８
０
８

‐
９
２
３
４

川
口
と
も
こ

議
員

〇
保
健
福
祉
常
任
委
員
、
〇
農
業
委
員
会
委

員
に
当
選
。
公
園
朝
市
や
直
売
所
マ
ッ
プ
を

一
部
実
現
。
農
業
の
発
展
の
た
め
に
様
々
な

提
案
を
す
る
。
〇
介
護
保
健
事
業
計
画
等
推

進
委
員
会
で
第
５
期
の
計
画
を
策
定
中
。
皆

さ
ん
の
声
を
反
映
さ
せ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

〇
放
置
自
転
車
対
策
審
議
会
、
〇
社
会
教
育

委
員
協
議
会
、
〇
広
報

紙
編
集
委
員
会

豊
田
本
１
８
６
８
‐
１

℡
０
９
０
‐
９
８
３
３

‐
０
２
８
８

本
山

修
一

議
員
団
長

〇
文
化
教
育
常
任
委
員
、
〇
土
地
開
発
公
社

理
事
、
〇
市
政
施
行

90周
年
記
念
事
業
実
行

委
員
会
委
員
、
〇
都
市
計
画
審
議
会
委
員
、

〇
農
業
集
落
排
水
施
設
使
用
料
等
審
議
会
委

員
。
鴨
田
地
区
に
続
き
、
石
田
本
郷
地
区
で

市
内
２
つ
目
の
農
業
集
落
排
水
事
業
整
備
が

来
年
度
供
用
開
始
に
向
け
整
備
中
、
市
長
か

ら
使
用
料
の
諮
問
が
提

出
さ
れ
審
議
中
、
市
民

の
目
線
で
発
言
。

三
久
保
町

24‐

46

℡
２
２
４
‐
８
７
５
２

県
と
市
が
共
同
事
業
で
進
め
て
い
る

「
西
部
地
域
振
興
ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設
」

に
つ
い
て
日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
以
前

か
ら
拙
速
な
建
設
を
し
な
い
よ
う
広
く
市

民
の
声
を
聞
く
こ
と
、
市
民
の
税
金
で
建

設
す
る
施
設
を
見
直
し
、
縮
小
す
る
よ
う

求
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
施
設
の
Ｐ

Ｆ
Ｉ
事
業
が
見
直
さ
れ
、
直
接
請
負
方
式

に
変
更
、
施
設
の
中
身
も
使
い
や
す
く
面

積
も
当
初
よ
り
縮
小
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
市
長
は
、
設
計
途
中
で
は
あ

り
ま
す
が
、
市
議
会
議
員
に
設
計
の
考
え

方
や
概
要
の
報
告
を
し
ま
し
た
。
市
民
に

は
、

11月

10日
広
報
で
お
知
ら
せ
す
る
と

し
て
い
ま
す
。

校
舎
の
雨
漏
り
な
ど
、
大

規
模
改
造
事
業
計
画
的
に

も
し
、
本
市
直
下
型
地
震
が
起
こ
れ
ば
、

家
屋
の
全
壊
半
壊
は
約
２
万
３
千
棟
と
想

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
阪
神
淡
路
大
震
災
で

の
家
屋
の
下
敷
き
に
な
り
圧
死
が
さ
れ
た

例
を
あ
げ
、
命
を
守
る
た
め
に
も
住
宅
や

マ
ン
シ
ョ
ン
の
耐
震
化
の
限
度
額
や
予
算

を
も
っ
と
拡
充
す
る
べ
き
と
せ
ま
り
ま
し

た
。
市
長
は
市
民
へ
の
啓
発
を
強
化
し
、

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
補
助
金
の
予
算
拡

大
も
検
討
し
た
い
と
答
弁
し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
震
時
の
家
具
転
倒
に
よ
る
圧

死
を
防
止
す
る
た
め
、
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
や
障
が
い
者
世
帯
に
対
し
て
家
具
転

倒
防
止
金
物
設
置
事
業
を
提
案
。
福
祉
部

長
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
は
金
物
の
取

付
け
が
困
難
な
方
も
お
り
支
援
の
必
要
が

あ
る
。
関
係
各
部
と
検
討
す
る
と
答
弁
。

鉄
筋
が
入
っ
て
い
な
い
ブ
ロ
ッ
ク
の
耐
震

化
に
つ
い
て
も
補
助
対
象
に
な
る
よ
う
に

求
め
ま
し
た
。
特
に
通
学
路
に
な
っ
て
い

る
高
い
塀
な
ど
地
震
時
に
は
気
を
付
け
た

い
で
す
ね
。

原
発
事
故
の
影
響
で
、
震
災
か
ら
の
再

建
が
最
も
遅
れ
て
い
る
の
が
福
島
県
で
す
。

放
射
能
汚
染
の
広
が
り
が
多
く
の
人
に
不

安
を
広
げ
て
い
ま
す
。

放
射
線
の
影
響
を
一
番
受
け
る
小
さ
な

子
ど
も
を
も
つ
お
母
さ
ん
た
ち
が
不
安
の

声
を
あ
げ
て
い
る
と
指
摘
し
、
市
の
放
射

能
対
応
を
詳
細
に
わ
た
り
た
だ
し
ま
し
た
。

学
校
給
食
な
ど
の
産
地
公
表
を
求
め
た
と

こ
ろ
、
市
は
検
討
す
る
と
答
え
ま
し
た
。

議
会
後
の

10月
か
ら
、
小
中
学
校
に
つ
い

て
は
、
前
月
使
っ
た
食
材
と
今
月
使
用
予

定
の
食
材
の
産
地
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
す
る
と
と
も
に
学
校
か
ら
の
通
知
が
は

じ
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
市
内
の
公
立
保

育
園
で
も
産
地
を
知
ら
せ
る
通
知
が
全
園

で
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

今
後
は
子
ど
も
が
集
ま
る
学
校
・
保
育

園
・
公
園
な
ど
で
放
射
線
量
が
高
く
な
り

そ
う
な
場
所
を
て
い
ね
い
に
調
べ
る
と
と

も
に
、
放
射
能
に
対
す
る
正
し
い
知
識
の

提
供
や
、
市
民
が
調
査
な
ど
を
す
る
際
の

技
術
的
な
支
援
を
求
め
ま
し
た
。

景
気
の
悪
化
に
よ
り
、
１
年
間
で
職
を

失
っ
た
非
正
規
労
働
者
は

24万
７
千
人
に

の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
人
間
ら
し
く
働
き
、

生
活
で
き
る
環
境
が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。

雇
用
創
出
の
た
め
の
相
談
員
の
増
員
や

市
役
所
内
に
４
つ
あ
る
無
料
職
業
紹
介
所

の
連
携
・
強
化
を
図
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

市
は
、
「
川
越
市
就
労
支
援
対
策
庁
内

連
絡
会
議
」
を
設
置
し
、
情
報
交
換
や
今

後
の
取
り
組
み
を
協
議
を
行
い
充
実
に
努

め
て
い
く
と
答
弁
し
ま
し
た
。

東
庁
舎
内
の
緊
急
地
域
経
済
対
策
室
に

あ
る
「
無
料
職
業
紹
介
所
」
の
体
制
は
専

任
の
相
談
員
が
２
名
、
仕
事
の
探
し
方
や

応
募
書
類
の
書
き
方
な
ど
就
職
活
動
の
悩

み
ご
と
に
つ
い
て
対
応
し
て
い
ま
す
。
相

談
者
が
急
増
し
た
場
合
、
相
談
員
の
体
制

強
化
が
必
要
。
「
無
料
職
業
紹
介
所
」
の

周
知
で
は
、
市
民
に
分
か
り
や
す
く
、
窓

口
や
東
庁
舎
の
入
り
口
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲

示
す
る
な
ど
、
一
層
の
周
知
が
必
要
だ
と

た
だ
し
ま
し
た
。

市
は
、
広
報
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

掲
載
の
ほ
か
、
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、

市
の
各
施
設
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
に
備

え
付
け
て
い
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

「
無

料
職

業
紹

介
所

」

の
活
用
で
雇
用
創
出
を

放
射
能
汚
染
か
ら

市
民
の
健
康
を
守
る

住
宅
耐
震
改
修
の
補
助

拡
大
を
検
討
…
市
長

学校の大規模修繕・住宅の耐震・雇用・放射能対策
日本共産党議員団の一般質問西部地域振興ふれあい拠点設計概要が公表される

東庁舎に開設された

川越職業紹介所の案内

大規模改造が必要な学校施設を視察
震災で大きな被害を受けた住宅の様子

（５月に宮城県にて撮影）


